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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子ディスプレイと、
　前記電子ディスプレイの前に配置される前部パネルと、
　前記前部パネル及び前記電子ディスプレイを受け入れるハウジングと、
　前記前部パネルの周辺の第１垂直及び第１水平の部分に沿って配置される、開ループ流
体を取り込むための取込ギャップと、
　前記前部パネルの前記周辺の第２垂直及び第２水平の部分に沿って配置される、開ルー
プ流体を排出するための排出ギャップと、
　前記電子ディスプレイの後ろに配置されるチャネルと、
　開ループ流体が前記取込ギャップから前記チャネルに移動可能な第１の気体経路と、
　前記開ループ流体が前記チャネルから前記排出ギャップに移動可能な第２の気体経路と
、
　前記開ループ流体の流れを形成するように配置されるファンと、
　前記取込ギャップと前記排出ギャップとの間に配置されるバッファ・ゾーンと、
　前記バッファ・ゾーン内に設けられる中央隔壁と、
　垂直的に配置され、且つ前記第１の気体経路の少なくとも一部を形成する第１の側部チ
ャネルと、
　垂直的に配置され、且つ前記第２の気体経路の少なくとも一部を形成する第２の側部チ
ャネルと、
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　前記第１の側部チャネル内に設けられるチャネル隔壁と、
　を備える電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項２】
　前記チャネル隔壁は、前記開ループ流体の垂直方向の流れを実質的に防止する、請求項
１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項３】
　前記取込ギャップ及び前記排出ギャップは、前記電子ディスプレイの意図された観察者
と対向する、請求項１に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項４】
　電子ディスプレイと、
　前記電子ディスプレイ用のハウジングと、
　前記電子ディスプレイの意図された観察者と対向するように、前記ハウジングの上に設
けられる取込ギャップと、
　前記電子ディスプレイの意図された前記観察者と対向するように、前記ハウジングの上
に設けられる排出ギャップと、
　前記電子ディスプレイの後ろに配置されるチャネルと、
　垂直的に配置され、且つ前記取込ギャップと前記チャネルとの間の気体の通行を可能に
する第１の側部チャネルと、
　垂直的に配置され、且つ前記チャネルと前記排出ギャップとの間の気体の通行を可能に
する第２の側部チャネルと、
　開ループ流体を前記取込ギャップに流入させ、前記第１の側部チャネルを介して、前記
チャネルを介して、前記第２の側部チャネルを介して、前記排出ギャップから排出させる
ように、配置されるファンと、
　前記取込ギャップと前記排出ギャップとの間に配置されるバッファ・ゾーンと、
　前記バッファ・ゾーンと同じ垂直方向の高さに設けられる中央隔壁と、
　前記第１の側部チャネル内に設けられるチャネル隔壁と、
　を備える電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項５】
　開ループ流体用の第１の経路と循環ガス用の第２の経路とを有する熱交換器と、
　前記循環ガスが前記熱交換器を強制的に通過するように、配置される循環ファンと、
　を更に備える請求項４に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項６】
　前記チャネルは、ＬＥＤバックライトとプレートとの間の空間によって規定される、請
求項４に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項７】
　前記取込ギャップは、前記アセンブリの第１の垂直方向の半分に設けられる一方、
　前記排出ギャップは、前記アセンブリの反対の垂直方向の半分に設けられる、請求項４
に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項８】
　前記第１の側部チャネルからの開ループ流体を受け入れて前記電子ディスプレイの後ろ
のチャネルに向ける、前記電子ディスプレイの後ろのドア・キャビティを
　を更に備える請求項４に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項９】
　電子ディスプレイと、
　前記電子ディスプレイを取り囲むハウジング及び前部パネルと、
　前記電子ディスプレイの垂直方向の中央の上に配置され、且つ前記前部パネルと前記ハ
ウジングとの間に位置する取込ギャップと、
　前記電子ディスプレイの垂直方向の中央の下に配置され、且つ前記前部パネルと前記ハ
ウジングとの間に位置する排出ギャップと、
　開ループ流体用の第１の経路と循環ガス用の第２の経路とを有する熱交換器と、
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　前記循環ガスが前記熱交換器を強制的に通過するように、配置される循環ファンと、
　前記取込ギャップと前記排出ギャップとの間であって前記電子ディスプレイの垂直方向
の中央の近くに配置される中央隔壁と、
　開ループ流体の流れを前記取込ギャップに入れて、前記熱交換器を介して、前記排出ギ
ャップから出させるように、配置されるファンと、
　垂直的に配置され、且つ前記取込ギャップと前記熱交換器との間の気体の通行を可能に
する第１の側部チャネルと、
　垂直的に配置され、且つ前記熱交換器と前記排出ギャップとの間の気体の通行を可能に
する第２の側部チャネルと、
　前記第１の側部チャネル内に設けられる第１の側部のチャネル隔壁と、
　前記第２の側部チャネル内に設けられる第２の側部のチャネル隔壁と、
　を備える電子ディスプレイ・アセンブリ。
【請求項１０】
　前記第１の側部のチャネル隔壁及び前記第２の側部のチャネル隔壁は、開ループ流体の
垂直方向の流れを実質的に防止する、請求項９に記載の電子ディスプレイ・アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
[0001]本出願は、2015年2月17日付けで提出された米国出願第14/624,268号の優先権を主
張し、その参照によってその全体が本明細書に組み込まれたものである。
【０００２】
　（技術分野）
[0002]本発明の実施形態は、一般に、電子ディスプレイ用のマウント及び冷却のシステム
に関連する。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
[0003]電子ディスプレイは、しばしば、アウトドア環境又は他の領域に使用される時に、
環境温度が高くなり得るため、又は太陽等の他の熱源の負荷がかかり得るため、ディスプ
レイ内部の温度が上昇することがある。しかしながら、単に周辺空気を取り入れるだけで
は、敏感な部分に塵が入ることで汚染されて、故障を早めたりするので、ディスプレイは
、特定の部分によっては、冷却することが困難になる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　（発明的なコンセプトの概要）
[0004]例示的な実施形態は、ディスプレイ・アセンブリと、自立のディスプレイ・ハウジ
ングと、を備えることができる。そのディスプレイ・アセンブリは、自立のディスプレイ
・ハウジング内に設けられてもよい。ディスプレイ・アセンブリは、前部パネルの周辺に
沿って配置される取入ギャップと、前部パネルの周辺の反対部分に沿って配置される排出
ギャップと、を備えることができる。ファンは、開ループ流体が取入ギャップから入って
電子ディスプレイの背後のチャネルを通り排出ギャップから出て行くように、配置するこ
とができる。
【０００５】
[0005]同じファン又は追加ファンは、開ループ流体が任意選択である熱交換器も強制的に
通過するように、配置することができる。また、追加の循環ファンを使用して、開ループ
流体を熱交換器に循環させることができる。
【０００６】
[0006]バッファ・ゾーンは、取入ギャップと排出ギャップとの間に位置し、また、１つ又
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は複数の隔壁を有することが好ましく、その隔壁は、ハウジング内に吸気された後に開ル
ープ流体の垂直方向の流れを実質的に制限又は禁止することができる。隔壁は、一般に、
水平的に位置し、且つディスプレイ・アセンブリの垂直方向の中央付近に位置する（必須
ではないが）。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　（図面の簡単な説明）
[0007]上述の特徴に加えて、本発明の他の態様は、以下の図面の説明及び例示的な実施形
態から容易に理解できるものであり、図中の同様な参照符号は、同一又は等価の特徴を示
している。
【図１】[0008]図１は、自立のディスプレイ・ハウジング内に収納された電子ディスプレ
イ・アセンブリの１実施例の正面斜視図であり、また、線Ａ－Ａ及び細部（Detail）Ａを
表す。
【図２】[0009]図２は、図１の実施例の正面図であり、また、細部（Detail）Ｎを表す。
【図３】[0010]図３は、図２の細部Ｎの詳細な正面図である。
【図４】[0011]図４は、図１の１実施例の背面斜視図であり、また、線Ｂ－Ｂ及び細部（
Detail）Ｃを表す。
【図５】[0012]図５は、図１の細部Ａの詳細な正面図であり、図中、前部パネルは取り外
されている。
【図６】[0013]図６は、図１の１実施例の背面斜視図であり、図中、背部パネルは取り外
されており、細部（Detail）Ｄ及び細部（Detail）Ｅを表す。
【図７】[0014]図７は、図１の切断線Ａ－Ａによる頂部斜視断面図であり、また、細部（
Detail）Ｆを表す。
【図８】[0015]図８は、図７の細部Ｆの頂部平面切断図である。
【図９】[0016]図９は、図４の切断線Ｂ－Ｂによる底部斜視断面図であり、また、細部（
Detail）Ｋを表す。
【図１０】[0017]図１０は、図７の細部Ｋの底部平面切断図であり、また、細部（Detail
）Ｌを表す。
【図１１】[0018]図１１は、図１の１実施例の正面平面図であり、また、断面線Ｆ－Ｆ、
Ｇ－Ｇ及びＨ－Ｈを表す。
【図１２Ａ】[0019]図１２Ａは、図１１の切断線Ｆ－Ｆによる頂部平面断面図であり、ま
た、細部（Detail）Ｏ及び細部（Detail）Ｐを表す。
【図１２Ｂ】[0020]図１２Ｂは、図１１の切断線Ｇ－Ｇによる頂部平面断面図であり、ま
た、細部（Detail）Ｑを表す。
【図１２Ｃ】[0021]図１２Ｃは、図１１の切断線Ｈ－Ｈによる頂部平面断面図であり、ま
た、細部（Detail）Ｒを表す。
【図１３Ａ】[0022]図１３Ａは、図１２Ａの細部Ｏの頂部平面詳細断面図である。
【図１３Ｂ】[0023]図１３Ｂは、図１２Ｂの細部Ｑの頂部平面詳細断面図である。
【図１３Ｃ】[0024]図１３Ｃは、図１２Ｃの細部Ｒの頂部平面詳細断面図である。
【図１４】[0025]図１４は、図１２Ａの細部Ｐの頂部平面詳細断面図である。
【図１５】[0026]図１５は、図６の細部Ｄの背面斜視図であり、図中、自立のディスプレ
イ・ハウジングは取り外されている。
【図１６】[0027]図１６は、周囲要素が分離された、背部パネルの図４の細部Ｃの正面斜
視図である。
【図１７】[0028]図１７は、図１０の細部Ｌの底部平面断面図である。
【図１８】[0029]図１８は、図６の細部Ｅの背面斜視図であり、図中、自立のディスプレ
イ・ハウジングは取り外されている。
【図１９Ａ】[0030]図１９Ａは、図１のアセンブリの背面斜視図であり、図中、自立のデ
ィスプレイ・ハウジングは取り外され、また、細部（Detail）Ｓを表す。
【図１９Ｂ】[0031]図１９Ｂは、図１のアセンブリの前面斜視図であり、図中、自立のデ
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ィスプレイ・ハウジングは取り外され、また、細部（Detail）Ｔを表す。
【図２０】[0032]図２０は、図１９Ａの細部Ｓの背面斜視図の詳細である。
【図２１】[0033]図２１は、図１９Ｂの細部Ｔの前面斜視図の詳細である。
【図２２】[0034]図２２は、図４の断面線Ｂ－Ｂの底部斜視断面図である。
【図２３】[0035]図２３は、他のすべての周囲要素から分離したディスプレイ・アセンブ
リの、背部パネル、自立のディスプレイ・ハウジング及び選択部分だけを示す、図１のア
センブリの前面斜視図である。
【図２４】[0036]図２４は、他のすべての周囲要素から分離したディスプレイ・アセンブ
リの、背部パネル及び選択部分だけを示す、図１のアセンブリの上面図であり、また、細
部（Detail）Ｍを表す。
【図２５】[0037]図２５は、図２３の細部Ｍの前面斜視図である。
【図２６Ａ】[0038]図２６Ａは、他のすべての周囲要素から分離したディスプレイ・アセ
ンブリの、自立のディスプレイ・ハウジング及び選択部分だけを有する隔壁を示す、図１
のアセンブリの前面斜視図である。
【図２６Ｂ】[0039]図２６Ｂは、他のすべての周囲要素から分離したディスプレイ・アセ
ンブリの、自立のディスプレイ・ハウジング及び選択部分だけを有する隔壁を示す、図１
のアセンブリのもう１つの前面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　（例示的な実施形態の詳細な説明）
[0040]本発明は、以下に、その例示的な実施例が示されている添付図面を参照しながら、
より詳細に説明する。なお、本発明は、多くの異なる形式で実施可能であるため、本明細
書における例示的な実施例に限定されるべきではない。むしろ、これらの実施例の提供に
より、本開示は全くの完全なものとなり、当業者は、本発明の範囲を完全に理解すること
ができる。但し、図面においては、層及び領域の大きさ、相対的な大きさは、明確化のた
めに誇張されている場合がある。
【０００９】
[0041]本明細書での用語は、特定の実施例のみを説明するために使用され、本発明を限定
する意図はない。また、明細書において使用されている、単数形は、明らかにその文脈か
ら異なることが明示されていない限り、複数形をも含む意図を持っている。また、用語「
備える」及び／又は「備えている」は、本明細書における使用において、記載された特徴
、整数、ステップ、動作、構成及び／又は要素の存在を明示していることを理解すること
ができるが、１又は複数の他の特徴、整数、ステップ、動作、構成、構成要素、及び／又
はそれらの群の存在を排除するものではない。
【００１０】
[0042]本発明の実施例は、本発明の理想的な実施例（及び中間構造）が図示された概要で
ある図面を参酌しながら、以下に説明する。従って、結果として図示された形状における
変更、例えば、製造上の技法及び／又は許容誤差などは、予期されている。従って、本発
明の実施例は、本出願で図示された領域の特定の形状に限定されることを意図しておらず
、例えば製造からの結果物の形状には偏差を含むものである。
【００１１】
[0043]他に定義しない限り、本明細書で使用される用語（技術用語及び科学用語を含む）
は、本発明が属する技術分野の当業者によって通常理解される意味を持つ。例えば一般的
に用いられる辞書で定義された用語は、関連技術の文脈における意味と一致する意味を持
つように理解されるべきであり、特に本明細書で定義されない限り理想的な意味又は過度
に正式な意味で解釈されるものではない。
【００１２】
[0044]図１は、電子ディスプレイ・アセンブリ５（以下、「アセンブリ」とも言う）の実
施例を示す。電子ディスプレイ・アセンブリ５は、アセンブリ５の前部表面の大部分を覆
うことが可能である前部パネル１０を備える。前部パネル１０は、透過であってもよく、
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また、電子ディスプレイ７０の前に位置してもよい。ここで、電子ディスプレイ７０は、
好ましくは、前部パネル１０の後ろに固定されている。例示的な実施例において、前部パ
ネル１０は、タッチ・スクリーンである。周囲壁５５は、前部パネル１０を取り囲むこと
ができる。
【００１３】
[0045]自立のディスプレイ・ハウジング１５は、アセンブリ５を取り囲むことができ、ま
た、アセンブリ５を地面に貼り付け可能に構成することができる。例示的な実施例におい
て、自立のディスプレイ・ハウジング１５は、旗形に形成可能である。他の実施例におい
て、自立のディスプレイ・ハウジング１５は、バス停用のシェルタに一体化されるように
、大きさを有し、且つ構成されてもよい。
【００１４】
[0046]自立のディスプレイ・ハウジング１５は、柱２０、上部ビーム２５及び基部３０を
備えることができる。例示的な実施例において、基部３０は、固定具（例えばボルト）が
通過できてグランドに固定できるような、選択的な開口３５（例えば円形孔）を有するこ
とができる。開口３５の数及び位置は、図示において、単なる実例に過ぎない。柱２０の
底部は、自立のディスプレイが地面に固定されるように、埋めることができる。幾つかの
実施例において、柱２０の底部をコンクリートに埋めることによって実施してもよい。自
立のディスプレイ・ハウジング１５及び関連する要素は、金属製（例えば、ステンレス鋼
又はアルミニウム）であってもよい。
【００１５】
[0047]上部ビーム２５は、上部ビーム２５の一方の側の大部分を覆う第２のディスプレイ
４０を更に備えることができる。例示的な実施例において、上部ビーム２５は、液晶ディ
スプレイ(LCD)である。他の実施例において、第２のディスプレイ４０は、静的なディス
プレイであってもよく、それは、照明デバイス（例えばバックライト）と、静的ディスプ
レイ（例えばポスター）を収容するキャビティと、を有することができる。
【００１６】
[0048]１組の拡張部材５０は、柱２０の頂部から伸張することができる。拡張部材５０は
、自立のディスプレイ・ハウジング１５、従ってアセンブリ５を適所でより一層固定する
ように、構成することができる。拡張部材５０の数及び形状は、任意である。例示的な実
施例において、これらの拡張部材５０は、バス停用のシェルタに一体化されるように、大
きさを有し、且つ構成されてもよい。
【００１７】
[0049]後続の図面を用いてより詳細に説明されるように、アセンブリ５は、周囲壁５５と
前部パネル１０との間にギャップ４５を更に備えることができ、これにより、流体（例え
ば周辺空気）は、アセンブリ５内及び外に、流れることができる。例示的な実施例におい
て、アセンブリ５は、アセンブリ５の上半分で流体を取り込めるように、また、アセンブ
リ５の下半分で流体を排出できるように、構成することができる（図中の矢印参照）。こ
れは、単なる実例に過ぎず、他の実施例では、アセンブリ５の上半分で流体を排出する一
方、アセンブリ５の下半分で流体を吸引してもよい。
【００１８】
[0050]図２及び図３は、ギャップ４５を示し、更に、アセンブリ５の周辺に沿って伸びる
クロスのハッチングを表し、詳細を表すために、拡大されている。ギャップ４５は、バッ
ファ・ゾーン４６を更に有することができる。バッファ・ゾーン４６は、領域であっても
よく、好ましくは、外部空気の流れを禁止するために、ギャップ４５の取入部と排出部と
の間に設けられる。他の実施例において、バッファ・ゾーン４６は、外部空気の流れを実
施的に制限してもよい。例示的な実施例において、ギャップ４５は、前部パネル１０の周
辺の周りに位置するが、バッファ・ゾーン４６には存在しない。例示的な実施例において
、バッファ・ゾーン４６は、ディスプレイ・アセンブリ５の垂直方向のセンターラインの
近くに配置され、典型的には、第１のバッファ・ゾーンがアセンブリの右手側に存在し、
第２のバッファ・ゾーンがアセンブリの左手側に存在する。
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【００１９】
[0051]図４において、アセンブリ５は、アセンブリ５の背部表面の大部分を覆う背部パネ
ル６０を更に備えることができる。背部周囲壁５４は、背部パネル６０の側部を取り込む
ことができる。例示的な実施例において、背部周囲壁５４は、周囲壁５５と実質的に同じ
である。上部ビーム２５は、第２のディスプレイ４０と同様に、バックライト及びグラフ
ィックを含む第３のディスプレイ４１を更に備えることができる。例えばバックライトで
ある照明ユニットは、背部パネル６０の後ろに配置することができる。キャビティは、背
部パネル６０背面の背後に配置することができ、また、キャビティは、背部パネル６０内
に又は背部パネル６０の後ろに位置する静的なディスプレイ（例えばポスター）を収容す
るように、構成することができる。代替的な実施例において、電子ディスプレイ・アセン
ブリ（例えばLCD）が、背部パネル６０の後ろに配置されてもよい。
【００２０】
[0052]図１と同様に、後続の図面においてより詳細に説明することができ、アセンブリ５
は、背部周囲壁５４と背部パネル６０との間に背部ギャップ４４を更に備えることができ
、これにより、流体（例えば周辺空気）は、アセンブリ５内及び外に、流れることができ
る。例示的な実施例において、図中の矢印で示すように、アセンブリ５は、アセンブリ５
の上半分で流体を取り込めるように、また、アセンブリ５の下半分で流体を排出できるよ
うに、構成することができる（逆も可能である）。
【００２１】
[0053]本発明の例示的な実施例において、開ループ流体４００の取込及び排出は、例えば
上部及び下部の端のような、背部ギャップ４４の選択部分に沿って実施されなくてもよい
。他の実施例において、開ループ流体４００の取込及び排出は、バッファ・ゾーン４６の
可能な限りの例外を除いて、背部ギャップ４４の全部に沿って実施されてもよい。
【００２２】
[0054]図５では、前部パネル１０は取り除かれており、また、前部パネル１０の後ろであ
って周囲壁５５の内側に固定可能である電子ディスプレイ７０が示されている。アセンブ
リ５は、ディスプレイ７０と第２のディスプレイとの間に、電子ディスプレイ７０の上に
設けられた１連の開口６５を更に備えることができる。図示された開口６５は、単なる実
例に過ぎず、吸気開口６５の数及び形状は、任意である。取込開口６５は、流体（例えば
、周辺空気）がディスプレイ７０の背後を流れる開ループに入り易いように、構成するこ
とができる。１組の側部内部チャネル２１及び２２は、電子ディスプレイ７０の各側部の
長さの大部分に及ぶことができる。
【００２３】
[0055]図６では、背部パネル６０は取り除かれており、また、背部パネル６０の後ろに固
定された内部背部パネル８０が示されている。内部背部パネル８０は、アセンブリ５の背
面の大部分を覆うことができる。アセンブリは、内部背部パネル８０の上であり、場合に
よって背部周囲壁５４内に入っている、１連の背部吸気開口７５を有することができる。
図示された背部吸気開口７５は、単なる実例に過ぎず、開口７５の数及び形状は、任意で
ある。後続の図面においてより詳細に説明するが、開口７５は、開ループ流体の取込を容
易に実施するように、構成することができる。
【００２４】
[0056]同様に、アセンブリ５は、内部背部パネル８０の下であり、場合によって背部周囲
壁５４内に入っている、１連の背部排気開口８５を有することができる。図示された背部
排気開口８５は、単なる実例に過ぎず、背部排気開口８５の数及び形状は、任意である。
後続の図面においてより詳細に説明するが、背部排気開口８５は、開ループ流体の排出を
容易に実施するように、構成することができる。任意選択であるファン８１は、内部背部
パネル８０の背後であって背部排気開口８５の上に固定することができる。ファン８１は
、開ループ流体の流れを制御するように、構成されている。ファン８１の数は、任意であ
る。他の実施例において、ファン８１は、開ループの流路に沿って任意の場所に配置する
ことができ、即ち、ファン８１の位置は、吸気７５と排気開口８５との間で任意とするこ
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とができる。
【００２５】
[0057]図７及び図８は、アセンブリ５の下半分を示し、また、自立のディスプレイ・ハウ
ジング１５を示す。側部ビーム９０は、柱２０の反対側に配置され、アセンブリ５の長さ
の大部分に及ぶことができる。側部ビーム９０は、金属製であり、アセンブリ５の構造的
支持及び剛性を提供することができる。電子機器キャビティ１６は、アセンブリ５の内部
に配置することができる。任意選択である熱交換器１００は、電子機器キャビティ１６の
内部又は近くに固定することができる。例示的な実施形態において、熱交換器１００は、
交流熱交換器であるが、他の型の熱交換器、特に、逆流熱交換器等が使用されてもよい。
１連の電子要素１０５は、電子機器キャビティ１６でも固定することができる。後続の図
面においてより詳細に説明するが、開ループ流体４００（例えば、外部空気）は、熱交換
器１００に循環されてもよい。閉ループ流体（例えば、循環ガス７００）は、電子機器キ
ャビティに、また、電子要素１０５及び熱交換器１００に、循環されてもよい。
【００２６】
[0058]後続の図面においてより詳細に説明するが、本実施例において、開ループ流体４０
０は、ギャップ４５及び任意選択である背部ギャップ４４を介して、アセンブリ５から抜
ける。流れを表す線で図示されるように、開ループ流体は、右側チャネル１９から、ジグ
ザグ経路を流れて、アセンブリ５から出て行く。代替的に、他の経路形状が使用されても
よく、それは明らかに意図されている。
【００２７】
[0059]電子ディスプレイ７０等の液晶ディスプレイを使用する場合、バックライト１０６
は、電子ディスプレイ７０の背後に配置することができ、また、好ましくは、直射型ＬＥ
Ｄバックライトであるが、他の照明源が実施例で用いられてもよい。プレート１０４又は
他の実質的に平坦な部材は、バックライト１０６の背後に配置することができ、これによ
り、開ループ流体４００を受け入れるチャネル１０２を生成することができる。好ましく
は、チャネル１０２は、シールされて、開ループ流体４００がディスプレイ・アセンブリ
の他の部分に、特に、電子要素１６に、進入することを防止することができる。
【００２８】
[0060]図９及び図１０は、アセンブリ５の上半分及び自立のディスプレイ・ハウジング１
５を示し、任意選択である１組の補強部材１１０を除き、それぞれ、下半分を示す図７及
び図８と同様である。任意選択である補強部材１１０は、後続の図面でより詳細に説明す
る。後続の図面においてより詳細に説明するが、この実施例において、開ループ流体４０
０は、ギャップ４５及び任意選択である背部ギャップ４４を介して、アセンブリ５に入る
ことができる。流れを表す線で図示されるように、開ループ流体４００は、ジグザグ経路
を流れて、右側チャネル１９に向かう。代替的に、他の経路形状が使用されてもよく、そ
れは明らかに意図されている。
【００２９】
[0061]図１１は、図１の１実施例の正面平面図であり、また、断面線Ｆ－Ｆ、Ｇ－Ｇ及び
Ｈ－Ｈを表す。
【００３０】
[0062]図１２Ａ及び図１２Ｂは、１組のチャネル隔壁１３０と中央隔壁１４０とを示し、
後続の図面でより詳細に説明されるように、実質的に水平的に位置し、且つアセンブリ５
の垂直方向のセンターライン付近に位置することが好ましく、実施例では、垂直方向のセ
ンターラインから離れて、それらはアセンブリ５の頂部又は底部の近くに位置することが
できる。
【００３１】
[0063]この実施例において、図１２Ａは、開ループ流体４００の吸気として指定されたギ
ャップ４５（及び任意選択である背部ギャップ４４）の領域を示す。
【００３２】
[0064]これらの図及び図１２Ｃで示されるように、ファン８１の配置によって、開ループ
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流体４００は、周辺空気（フィルタ後、又はフィルタされていない）の取込として一般的
に使用されるギャップ４５（及び任意選択である背部ギャップ４４）の部分に入り込み、
左側内部チャネル２１（取込チャネル）の下方へ、チャネル１０２を横切り／又は通過し
、右側内部チャネル２２の下方へ、流体４００の排気として使用されるギャップ４５（及
び任意選択である背部ギャップ４４）の部分から出る。なお、左側及び右側の内部チャネ
ル２１及び２２は、任意選択であり、代替的な実施例では、開ループ流体４００用の以下
の経路を含み、その経路は、周辺空気（フィルタ後、又はフィルタされていない）の取込
として一般的に使用されるギャップ４５（及び任意選択である背部ギャップ４４）の部分
に入り込み、チャネル１０２を横切り／又は通過し、流体４００の排気として使用される
ギャップ４５（及び任意選択である背部ギャップ４４）の部分から出る。
【００３３】
[0065]図１２Ｃは、図１１の切断線Ｈ－Ｈによる頂部平面断面図であり、また、細部（De
tail）Ｒを表す。この実施例において、この図は、開ループ流体４００の出口として指定
されたギャップ４５（及び任意選択である背部ギャップ４４）の領域を示す。
【００３４】
[0066]図１３Ａは、背部ギャップ４４を介した開ループ流体４００の取込を示す。開ルー
プ流体４００は、開口１２２を介した任意選択であるドア補強部材１１５を通り抜けるこ
とができる。
【００３５】
[0067]図１３Ｂは、バッファ・ゾーン４６の領域のアセンブリの例示的な実施例を示す。
この実施例において、バッファ・ゾーン４６は、ギャップ４５（及び任意選択である背部
ギャップ４４）での、又は近くの、又は内側の範囲を備えることができ、それは、開ルー
プ流体４００の経路に沿って配置される１又は複数の流体をブロックする栓を含んで、実
質的に何も通過させない。例示的な実施例において、バッファ・ゾーン４６は、中央隔壁
１４０と一緒にチャネル隔壁１３０を含むことができるが、幾つかの実施例では、チャネ
ル隔壁１３０だけを利用することができる（流体４００のドア隔壁の通り抜けを禁止する
場合）。他の実施例では、左側及び右側の側部チャネル１８及び１９内にチャネル隔壁１
３０を設けるよりも、バッファ・ゾーン４６は、ギャップ４４の近くに又は端に設けられ
た栓を含むことができる。一般的には、バッファ・ゾーンは、水平であり、且つアセンブ
リ５の垂直方向のセンターライン線の近くに設けられるが、アセンブリ５の頂部又は底部
の近くに配置されてもよい。
【００３６】
[0068]なお、バッファ・ゾーン４６は、アセンブリ５の横の両側に存在すべきであり、（
仮に、背部ギャップ４４が使用される場合）アセンブリ５の前部及び背部にも存在すべき
であり、バッファ・ゾーン４６は、アセンブリ５の横の両側に存在するアセンブリ５の前
部ギャップ４５（及び背部ギャップ４４）の部分をブロックすることができる。
【００３７】
[0069]図１３Ｃは、背部ギャップ４４を介した開ループ流体４００の排出を示す。開ルー
プ流体４００は、開口１２２を介してドア補強部材１１５を通過することができる。
【００３８】
[0070]図１３Ａ～図１３Ｃは背部ギャップ４４を図示しているが、例示的な１実施例にお
いて、前部ギャップ４５は、背部ギャップ４４と同様の方向を有していることに留意すべ
きである。実質的に同じであるので、省略されている。
【００３９】
[0071]図１４は、ギャップ４５及び背部ギャップ４４の結合された領域を示す、また、ク
ロスのハッチング領域を表す。実施例において、バッファ・ゾーン４６の外側で、クロス
のハッチング領域は、開ループ流体４００の流れをギャップ４５（及び任意選択である背
部ギャップ４４）の内又は外の何れか一方に許可することができる。
【００４０】
[0072]図１５は、自立のディスプレイ・ハウジング１５が取り外されたアセンブリ５を示
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す。ドア補強部材１２０は、前部パネル１０のすぐ後ろに取り付けすることができる。幾
つかの実施例において、ドア補強部材１２０は、前部パネル１０の背面に取り付けること
ができる。ドア補強部材１２０は、実質的に、前部パネル１０の周辺を及ぶことができる
。ドア補強部材１２０は、金属製であるか、又は、アセンブリ５の構造的剛性及び強度を
提供可能である適切な剛性を有する他の材料で構成することができる。ドア補強部材１２
０は、１連の開口１２５を備えて、開ループ流体４００の流れを可能にする。図示される
ドア補強開口１２５は、単なる実例に過ぎない。開口１２５の数及び形状は、任意である
ことが意図されている。
【００４１】
[0073]図１６は、背部パネル６０を分離して示す。例示的な実施例では、背部補強部材１
１５は、背部パネル６０の周辺端の周りに取り付けることができ、これにより、背部パネ
ル６０のフレームを形成することができる。ドア・キャビティ１７は、背部パネル６０、
背部ドア補強部材１１５の内部表面、及び内部背部パネル８０（現図に図示せず）の間の
空間によって規定することができる。背部ギャップ４４を介して取り込まれた開ループ流
体４００は、開口１２２を介して背部ドア補強部材１１５を通ってドア・キャビティ１７
に進むので、開ループ流体４００ｂと考えることができる。図示された開口１２２は、単
なる実例に過ぎず、開口の数及び形状は、任意であることが意図されている。任意選択で
ある補強部材１１０は、細長い部材の形で、背部パネル６０の長さを実質的に伸張するこ
とができる。任意選択である補強部材１１０は、金属製であるか、ポリマー製であるか、
又は、背部パネル６０の構造的剛性及び強度を提供可能である適切な剛性を有する他の材
料で構成することができる。任意選択である補強部材１１０は、１連の開口１３５を備え
て、開ループ流体４００ｂが任意選択である補強部材１１０を流れることを容易すること
ができる。図示の、任意選択である補強部材１１０及び開口１３５は、単なる実例に過ぎ
ず、任意選択である補強部材１１０及び開口１３５の数及び形状は、任意であることが意
図されている。
【００４２】
[0074]ドア・キャビティ１７内を移動する開ループ流体４００の一部は、開ループ流体４
００ｂとして呼ばれる。図示されるように、開ループ流体４００ｂは、内部パネル８０の
後ろを通過し、吸気開口７５を経由して取り込まれてチャネル１０２に向かうことができ
る。例示的な１実施例において、開ループ流体４００ｂは、吸気開口７５を流れて左側チ
ャネル１８に向かい、チャネル１０２を横切って、左側チャネル１９から出て行く。
【００４３】
[0075]図１７は、流れを表す線で、アセンブリ５の前部及び背部を通る開ループ流体４０
０ａの循環を示す。開ループ流体は、ギャップ４５を経由して取り込み、開口１２５を介
してドア・補強部材１２０を進行し、また、右側内部チャネル２２及び側部ビーム９０の
一部によって規定される場合もある右側チャネル１９を垂直に進行することができる。同
様に、開ループ流体４００ａは、背部ギャップ４４を経由して取り込み、開口１２２を介
してドア・補強部材１１５を進行し、開口１３５を介して任意選択である補強部材１１０
を進行し、また、右側チャネル１９に入る。アセンブリ５の反対側で、同様の経路を形成
することができ、これにより、開ループ流体は、左側内部チャネル２１及び柱２０の一部
によって規定される場合もある左側チャネル１９に進入することができる。
【００４４】
[0076]実質的に同一の逆の流体経路を形成して、アセンブリ５の反対側の端の上において
開ループ流体を排気することができる。再び、実施例において、吸気は、上半分又はアセ
ンブリ５で実施され、排気は、アセンブリ５の下半分で実施される。他の実施例において
、吸気は下半分で実施し、排気はアセンブリ５の上半分で実施してもよい。或いは、他の
実施例において、吸気は右側で実施し、排気は左側で実施し、バッファ・ゾーン４６は、
アセンブリの頂部及び底部の端に配置されて、２つの流路の吸気のクロスを防止してもよ
い。
【００４５】
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[0077]図１８は、ギャップ４５及び背部ギャップ４４からの取込み後の開ループ流体４０
０の例示的な流路を示す。背部ギャップ４４を介して吸気される開ループ流体４００は、
任意選択であるドア補強部材間のドア・キャビティ１７に沿って進み、開ループ流体４０
０ｂと呼ぶことができる。開ループ流体４００ｂは、その後、背部内部パネル８０に沿っ
て垂直に進み、背部吸気開口７５を経由して取り込まれる。開ループ流体４００の他の部
分は、左側の側部チャネル１８及び右側の側部チャネル１９に沿って進み、開ループ流体
４００ａと呼ぶことができる。側部チャネル１８及び１９を垂直に進んだ後に、開ループ
流体４００ａは、これらの側部チャネルの頂部の上を進み、吸気開口７５を介して取り込
まれる。同様に、開ループ流体は、ギャップ４５を介して取り込まれ、前部パネル１０の
下でドア補強開口１２５を進み、吸気開口６５を介して取り込まれる。
【００４６】
[0078]図１９Ａは、自立のディスプレイ・ハウジング１５が取り外された図１のアセンブ
リの背面斜視図であり、また、細部（Detail）Ｓを表す。
【００４７】
[0079]図１９Ｂは、自立のディスプレイ・ハウジング１５が取り外された図１のアセンブ
リの前面斜視図であり、また、細部（Detail）Ｔを表す。
【００４８】
[0080]図２０は、開ループ流体４００ａと呼ばれる、右側の側部チャネル１９を進む開ル
ープ流体４００の部分を示す。開ループ流体４００ａは、右側内部チャネル２２の頂部の
上で、右側の側部チャネル１９内を移動し、吸気開口７５に入って行くことができる。
【００４９】
[0081]図２０と同様であるが前面からの視点で、図２１は、開ループ流体４００ａと呼ば
れる、左側の側部チャネル１８を進む開ループ流体４００の部分を示す。開ループ流体４
００ａは、左側内部チャネル２１の頂部の上で、左側の側部チャネル１８内を移動し、吸
気開口６５に入って行くことができる。
【００５０】
[0082]図２２は、図４の断面線Ｂ－Ｂの底部斜視断面図である。開ループ流体４００ａ／
４００ｂは、様々な吸気開口７５及び６５を介して取り入れられると、統合されて、その
後に、熱交換器１００の開ループ気体経路を流れる開ループ流体４００の第１の部分と、
チャネル１０２に向けられる開ループ流体４００の第２の部分とに、分けられる。
【００５１】
[0083]１又は複数の循環ファン３２を使用して、循環ガス７００を電子機器を横切らせて
、且つ熱交換器１００の開ループ気体経路を通過させるとともに、電子ディスプレイ７０
と前部パネル１０との間で閉ループを形成する。この実施例において、循環ガス７００は
、ガスケット２００の通路内の開口部を通過する一方、開ループ流体４００は、ガスケッ
トの通路の周りを進行し、実質的に開ループ流体４００と循環ガス７００との混合を防止
することができる。しかしながら、この設計は、反転してもよく、この場合、循環ガス７
００がガスケット２００の通過経路の周りを通過する一方、外部空気４００がガスケット
２００の通過経路を進んでもよい。
【００５２】
[0084]図示されている開ループ流体４００の流れは、左側内部チャネル２１の横を通り、
ガスケット２００を通るクロスによって通過し、電子ディスプレイ７０の背後（ここでは
、バックライト１０６の背後）を走るチャネル１０２に入ることができる。チャネル１０
２は、好ましくは、電子ディスプレイ７０の背面（ここでは、バックライト１０６の背後
）とプレート１０４との間によって定義することができる。好ましくは波形で好ましくは
連続的であるヒートシンクが理想的にはチャネル内に配置されて、開ループ流体４００と
の対流によって取り除かれる電子ディスプレイ１０１から連続的なヒートシンクへの熱伝
導は、促進される。
【００５３】
[0085]熱交換器１００は、好ましくは、循環ガス７００又は開ループ流体４００の何れか



(12) JP 6526245 B2 2019.6.5

10

20

30

40

50

一方を含むチャネルを定義する複数の層を含む。好ましくは、循環ガス７００は、開ルー
プ流体４００との混合が不可能である。
【００５４】
[0086]開ループ流体４００の流れは、チャネル１０２を進行し、ガスケット２００の経路
の周りを再び通過し、左側内部チャネル２２に入ることができ、最終的には、開ループ流
体４００の排出として指定されるギャップ４５（及び任意選択である背部ギャップ４４）
の部分から出て行く。この実施例において、図示された循環ガス７００は、熱交換器１０
０を出て、ガスケット２００の経路内の開口部、及びその後の電子ディスプレイ７０と前
部パネル１０との間を通過する。
【００５５】
[0087]好ましい実施例において、熱交換器１００は、交流熱交換器である。しかしながら
、多くの型の熱交換器が既知であるので、それらは、本明細書におけるどの実施例に使用
してもよい。熱交換器１００は、交流熱交換器、又は、平行熱交換器、又は逆流熱交換器
であってもよい。実施例において、熱交換器１００は、薄いプレート群からなる、複数の
積層を有する。プレートは、波形、ハニカム、又は管状の設計であってもよく、複数のチ
ャネル／経路／管は、プレートの長さ方向に下降する。隣接する各プレートで経路の方向
が交替するように、プレートは、積み上げられて、これにより、プレートの各経路は、隣
接するプレートの経路と実質的に垂直である。従って、外部空気又は循環ガスは、ガスの
進路と平行に走るチャネル又は経路を有するプレートを通過するだけで、例示的な熱交換
器に入ることができる。なぜならば、プレートが交互に配置されているので、循環ガス及
び開ループ流体は、互いに隣接するプレート内を進むことができ、ガス自身が混合される
ことなく、２つのガス間での熱交換が実施される（熱交換器が適切にシールされているこ
とが好ましい）。
【００５６】
[0088]熱交換器の代替的な設計において、開チャネルは、１組の波形、ハニカム、又は管
状のプレート間に配置することができる。開チャネルは、隣接するプレートの経路に垂直
な方向に進むことができる。この開チャネルは、隣接するプレートの経路に垂直な方向に
プレートの対向する２つの端間に２つの材料又はテープ（特に、強接着（VHB）テープ）
を走らせることによって、生成することができる。従って、第１の方向に熱交換器に入っ
たガスは、（スリップ又はテープに平行に）開チャネルを通ることができる。（第１の方
向と実質的に垂直である）第２の方向に熱交換器に入ったガスは、隣接するプレートの経
路を通ることができる。
【００５７】
[0089]他の型の交流熱交換器は、第１のガスを含み、且つ第２のガスの経路に垂直に進む
複数の管を備えることができる。第１のガスを含む管の上を第２のガスが流れる時に、２
つのガス間で熱交換が実施される。多くの型の交流熱交換器が存在することは明らかであ
り、どの型も本明細書の実施例で機能するであろう。
【００５８】
[0090]例示的な熱交換器は、比較的に低い熱抵抗を有する側壁となるプレートを有し、２
つのガス間の熱交換は、容易に実施することができる。多くの材料を使用して熱交換を生
成することができる。好ましくは、その材料は、非腐食性であり、耐腐食性であり、軽量
であり、また安価である。典型的には、高熱伝導率であるため、熱交換器には金属が用い
られ、実施例で実現されている。しかしながら、電子ディスプレイの熱的な条件を満たす
プラスチック及び混合物も見つかっている。熱交換器のプレートを構成する材料として、
例示的な実施例は、ポリプロピレンを利用することができる。ポリプロピレンは、熱伝導
率が低いように思えるが、側壁の厚さが薄くて、表面積が大きいので、全体としては、熱
抵抗が低いことが分かっている。従って、例示的な熱交換器は、プラスチック製であって
もよく、薄くて軽量であるディスプレイ・アセンブリを製造することができる。特に、各
プレート層に、波形のプラスチックを使用することで、交互に積み重ねることができる（
即ち、各隣接プレートは、周囲のプレートに垂直な方向に進むチャネルを有する。）。
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【００５９】
[0091]例示的な実施例において、電子ディスプレイ７０は、直射型ＬＥＤバックライトＬ
ＣＤであり、ＬＥＤバックライトは、熱的な伝導性を有する基板（好ましくは、金属コア
ＰＣＢ）上にマウントされた複数のＬＥＤを含むことができる。ＬＥＤバックライトの裏
面は、好ましくは、チャネル１０２と熱伝導可能な伝導性を有する熱伝導性プレートを含
むことができる。
【００６０】
[0092]循環ガス７００及び開ループ流体４００は、任意の数のガス状物質であってもよい
。幾つかの実施例において、すべてのガスとして、空気が使用されてもよい。循環ガス７
００は、電子ディスプレイ７０の前を移動するので、好ましくは、実質的に透明であり、
これにより、観察者に画像の見え方に影響を与えないことができる。また、循環ガス７０
０は、好ましくは、汚染物質及び／又は微粒子（例えば、埃、不純物、花粉、水蒸気、煙
など）を実施的に含まないものであり、これにより、画質への悪影響及び／又は内部電子
部品への損傷を防止することができる。一般的には、例示的な実施例では、開ループ流体
４００として、周辺空気を利用することができる。
【００６１】
[0093]冷却システムは、連続的に運転することができる。しかしながら、必要に応じて、
温度検出デバイスが電子ディスプレイ内に組み込まれて、温度が所定の閾値に到達する時
に検出してもよい。このような場合、ディスプレイ内の温度が所定値に到達した時に、様
々な冷却ファンが選択的に可動してもよい。所定の閾値は、選択的であってもよく、シス
テムは、ディスプレイの温度を許容範囲内に有利に維持するように構成することができる
。典型的には、サーモスタット・アセンブリを使用して、この作業を実行することができ
る。温度検出デバイスとして、熱電対が使用されてもよい。
【００６２】
[0094]図２３～図２５は、中央隔壁１４０を示し、中央隔壁１４０は、好ましくは、実質
的に水平的に位置し、且つアセンブリ５の垂直方向のセンターライン付近に位置し、実施
例では、背部パネル６０の表面の中心線に実質的に沿って伸びる垂直方向の上記センター
ラインから離れて、中央隔壁１４０はアセンブリ５の頂部又は底部に配置することもでき
る。右側のチャネル隔壁１３０は、自立のディスプレイ・ハウジング１５の右側内部端の
中心線に実質的に沿って伸びて、中央隔壁１４０と整列させることができる。同様に、左
側のチャネル隔壁１３０は、アセンブリ５の左側内部端に固定して、中央隔壁１４０と整
列させることができる。
【００６３】
[0095]中央隔壁１４０、右側のチャネル隔壁１３０、及び左側のチャネル隔壁１３０（以
後、集合的には、「水平パーティション」）は、ドア・キャビティ１７を上半分及び下半
分に実質的に分割するように、構成することができる。水平パーティションは、ドア・キ
ャビティ１７の上半分及び下半分の間に実質的な気密シールを形成するように、構成する
ことができる。任意選択的に、水平パーティションは、上記の上半分及び下半分の間の気
密シールを提供するために、水平パーティションと一緒に利用される伸張可能な材料（例
えばポリウレタン発泡体）を更に備えることができる。例示的な実施例において、中央隔
壁１４０は、十分に曲げ可能な材料（例えば、ポリマー）から構成されて、ドア・キャビ
ティ１７に気密シールを形成することができる。代替的な実施例において、中央隔壁１４
０は、固くて曲がらない材料から構成されてもよい。例示的な実施例において、右側のチ
ャネル隔壁１３０及び左側のチャネル隔壁１３０は、固くて曲がらなくてもよい。
【００６４】
[0096]例示的な実施例において、開ループ流体４００は、アセンブリ５の上半分に、ギャ
ップ４５（及び任意選択である背部ギャップ４４）を介して取り込まれる。上記の開ルー
プ流体４００ａは、その流体部分が右側のチャネル隔壁１３０に到達し、且つそれ以降の
移動を禁止されるまで、右側のチャネル１９に沿って移動することができる。同様に、上
記の開ループ流体４００ａは、その流体部分が左側のチャネル隔壁１３０に到達するまで
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、左側のチャネル１８に沿って移動することができる。開ループ流体の上記の部分は、反
対方向に垂直的に戻るように強制されて、先の図面で説明したように、結果として吸気開
口６５及び７５を介して取り込まれるまで、それぞれ、右側のチャネル１９及び左側のチ
ャネル１８の上半分で循環する。
【００６５】
[0097]同様の方法で、開ループ流体４００ｂは、その流体４００ｂの部分が中央隔壁１４
０に到達し、且つそれ以降の移動を禁止されるまで、ドア・キャビティ１７に沿って移動
することができる。このように、取り込まれた（しかしながら、熱交換器１００又はチャ
ネル１０２を通っていない）開ループ流体４００ｂは、ギャップ４５（及び任意選択であ
る背部ギャップ４４）から排出されることになる熱交換器１００又はチャネル１０２を通
った流体４００ｂと混合されない。
【００６６】
[0098]先の図面で説明したように、開ループ流体４００は、結果として排気開口８５で排
出されるまで、任意選択である熱交換器１００を循環することができる。その後、開ルー
プ流体４００は、右側の側部チャネル１９又は左側の側部チャネル１８に戻ることができ
、そこで垂直的に移動する。右側チャネル隔壁１３０及び左側チャネル隔壁１３０は、そ
れぞれ、開ループ流体４００がアセンブリ５の中心線を超えて移動することを防止し、従
って、アセンブリ５の各半分からの開ループ流体が混合することを防止することができる
。つまり、吸気開口６５及び７５を経由してまだ取り込まれていない開ループ流体は、吸
気開口６５及び７５を経由して既に取り込まれた開ループ流体と混合しない。右側の隔壁
１３０及び左側の隔壁１３０に出くわした開ループ流体は、結果として、ギャップ４５（
及び任意選択である背部ギャップ４４）を介してアセンブリ５から排気されるまで、それ
ぞれ、反対方向に垂直的に戻ることを強制される。
【００６７】
[0099]図２６Ａ及び図２６Ｂは、チャネル隔壁１３０の例示的な実施例を示す。このよう
な実施例において、チャネル隔壁１４１の一部は、（必要に応じて）開ループ流体４００
ａの一部がチャネル隔壁１３０を通過できるように、調整可能であり、これにより、開ル
ープ流体の吸気及び排気間の限定された量の混合が可能となる。このような実施例におい
て、チャネル隔壁１４２の第２の部分は、静的であってもよく、それらは調整されないで
、吸気及び排気の開ループ流体が混合しないような、実質的に気密なシールを形成するこ
とがでる。他の実施例において、チャネル隔壁１３０の全体は、調整可能であってもよい
。更なる他の実施例において、チャネル隔壁１３０の全体は、静的であってもよい。
【００６８】
[0100]開示された実施例の精神及び範囲からすれば、多くの型のディスプレイの冷却のた
めに提供可能であることを理解することができるであそう。実例であって限定されない実
施例は、以下のどの電子画像アセンブリにも用いることができる：ＬＣＤ（すべての型）
、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、電解放電ディスプレイ
（ＦＥＤ）、発光ポリマー（ＬＥＰ）、有機ＥＬ（ＯＥＬ）、プラズマ・ディスプレイ、
及び他の薄型パネル電子画像アセンブリ。加えて、実施例は、他の型のディスプレイに使
用してもよく、まだ発見されていなくてもよい。特に、システムは、フルカラーで薄型パ
ネルＯＬＥＤディスプレイによく適しているであろう。例示的な実施例はまた、大型（５
５インチ以上）ＬＥＤバックライトで高精細度液晶ディスプレイ（ＬＥＤ）に利用するこ
とができる。本明細書の実施例は、アウトドア環境によく適していると同時に、ディスプ
レイの熱的安定性が危険であり得る屋内用途（工場／産業環境、スパ施設、ロッカールー
ム）にも適合することができる。
【００６９】
[0101]当該技術分野で既知であるように、電子ディスプレイは、縦置き又は横置きでよく
、どちらも本明細書の実施例に使用することができる。
【００７０】
[0102]図面で示された様々な冷却ループは、水平的又は垂直的であるが、特定の実施例に
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よっては、逆転してもよく、或いは、変更してもよいことは、明らかである。従って、開
ループは、水平又は垂直に、また、時計周り又は反時計周りに走ることができる。加えて
、開ループは、水平的又は垂直的であって、左から右に、右から左に、上から下に、或い
は、下から上に、走ることもできる。
【００７１】
[0103]本発明の好ましい実施例を示し、説明したが、当業者は、多くの変形及び変更を説
明した発明に加えて、それが特許請求の範囲内であることを理解することができるであろ
う。更に、上述の構成要素の多くは、同様に機能し、請求項の発明の精神に含まれる他の
構成要素に、変更又は置換することができる。それゆえに、本発明は、添付の特許請求の
範囲によって示されるように、限定されることを意図されているものである。

【図１】 【図２】
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